
高知県国民健康保険団体連合会

第29番札所　国分寺

―

南
国
市―

国分寺

341
2

0
2

0
.Ja

n

Public relations magazine

Tosa Kokuho Dayori

Published by

Kochi National Health

Insurance Organization

341
2 0 2 0 . J a n

VOL

四国霊場第29番札所で

本尊は行基作の千手観音とされている

国分寺。

掃き清められ、杉苔が美しい庭園は、

土佐の苔寺と称される。

現在の国分寺金堂は、

長宗我部元親が永禄元（1558）年に

再建したもので、

総素木造りの清楚で風雅な建物として

創建時の雰囲気を伝えたものとされており、

国の重要文化財に指定されている。

南
国
市

誰
も
が
生
活
す
る
喜
び
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
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年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て
は
、
構
造
的
な
問
題
を
数

多
く
抱
え
て
お
り
、
国
保
財
政
は

脆
弱
化
が
一
段
と
進
み
、
危
機
的

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
30
年
４
月
に
新
た
な
国

保
制
度
が
施
行
さ
れ
、
財
政
運
営

の
都
道
府
県
単
位
化
等
、
国
保
の

運
営
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
を

は
じ
め
と
し
た
制
度
改
革
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
改
革
に

お
け
る
財
政
措
置
、公
費
投
入
は
、

新
た
な
国
保
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
の
大
前
提
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
制
度
改
革
が
実
効
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
確
実

に
実
施
す
る
よ
う
引
き
続
き
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
元
年
５
月
に
成
立
し
た
医

療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
運
営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
市
町
村
に
お
け
る

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
、
審
査
支
払
機

関
の
機
能
強
化
と
し
て
、
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
改
革
の

ほ
か
、
本
会
の
事
業
運
営
に
直
接

関
係
す
る
国
民
健
康
保
険
法
等
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
共
同
処
理
を
は
じ
め
と

し
た
保
険
者
業
務
の
支
援
等
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
適
正
化
や
介
護

給
付
適
正
化
対
策
の
強
化
を
は
じ

め
、
特
定
健
診
等
の
受
診
率
の
向

上
対
策
、
予
防
対
策
に
係
る
保
健

事
業
の
推
進
、
県
・
市
町
村
の
保

険
者
努
力
支
援
制
度
に
対
す
る
支

援
等
に
つ
い
て
も
、
求
め
ら
れ
る

業
務
の
充
実
を
更
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務
に

つ
い
て
は
、
国
に
お
け
る
審
査
支

払
機
関
改
革
の
議
論
を
踏
ま
え
、

審
査
基
準
の
統
一
化
、
審
査
業
務

の
効
率
化
等
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
の
改
革
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、「
国
保
審
査
業
務

充
実
・
高
度
化
基
本
計
画
」
の
具

体
化
と
着
実
な
推
進
を
行
い
、
審

査
支
払
業
務
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
保
険
者
の
共
同
体
と
し

て
の
責
務
を
念
頭
に
、
保
険
者
支

援
の
充
実
、
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り

ま
し
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　令

和
２
年　

元
旦

新

保
険
者
支
援
の
充
実
、

強
化
に
努
め
る

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

New Year's greetings
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よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
最
初
の
新
春
を
迎
え
、一
言

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中

央
会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
、
就
業
構

造
の
変
化
等
、
国
保
制
度
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
国
保
の
事
業
運
営
は
平

成
30
年
４
月
の
新
制
度
施
行
後
に

つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
市
町
村

に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

繰
入
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
く
か
つ
困
難
な
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
国
は

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、

「
誰
も
が
安
心
で
き
る
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
」
の
構
築
を
目
指

し
、
昨
年
「
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
」
を
設
置
し
て
、
70
歳

ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
や
年
金

受
給
開
始
年
齢
の
選
択
肢
の
拡
大

を
は
じ
め
と
す
る
、
医
療
、
介
護

を
含
む
社
会
保
障
全
般
に
わ
た
る

改
革
の
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
も
重
要

視
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
よ
り
長

く
元
気
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今

後
ま
す
ま
す
医
療
保
険
者
が
予

防
・
健
康
づ
く
り
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
成
立
し
た

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
が
盛
り
込
ま
れ
、
本
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
高

齢
者
医
療
確
保
法
に
お
い
て
、
国

保
連
合
会
お
よ
び
中
央
会
は
、
広

域
連
合
間
、
あ
る
い
は
市
町
村
間

の
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

専
門
的
な
技
術
又
は
知
識
を
有
す

る
者
の
派
遣
や
情
報
提
供
、
保
健

事
業
の
実
施
状
況
の
分
析
及
び
評

価
、
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う

旨
の
努
力
義
務
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
、
そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
各
種
デ
ー
タ
提
供
等
の
支
援

を
は
じ
め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る
保

健
事
業
支
援
等
、
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本

会
は
、
全
国
の
国
保
連
合
会
の
皆

さ
ま
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
と

な
り
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

会
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
団
体
や
国
保
組
合
等
の
関

係
団
体
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
保
健
事
業
は
も
と
よ
り
、

医
療
費
の
審
査
支
払
や
事
務
処
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
等
、
保

険
者
の
皆
さ
ま
の
業
務
支
援
に
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
明
る
く

希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年　

元
旦

New Year's greetings
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国民健康保険中央会

会長　岡　﨑　誠　也

平ひ

ら 

山や

ま 

耕こ

う 

三ぞ

う 

首
長
は
語
る

南
国
市
長　

約
１
３
０
０
年
前
に
国
府
が
置
か
れ
、

戦
国
時
代
に
は
、長
宗
我
部
元
親
が

岡
豊
城
を
本
拠
地
と
す
る
な
ど
、

歴
史
豊
か
な「
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
」南
国
市
。

製
造
業
が
盛
ん
で
、ま
た
、土
佐
の

稲
作
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る

高
知
平
野
に
水
田
が
広
が
る
田
園
都
市
。

全
国
各
地
と
結
ぶ
高
知
の
玄
関
都
市
と
し
て
、

発
展
を
続
け
る
南
国
市
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

平
山
市
長
に
伺
い
ま
し
た
。

をま
ち
づ
く
り

誰
も
が
生
活
す
る
喜
び

実
感
で
き
る
よ
う
な
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南
国
市
の
施
設
整
備
状
況
お
よ
び

保
健
師
等
の
人
数
、
活
動
状
況
に

つい
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

南
国
市
で
は
、
現
在
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
11
人
、
看

護
師
２
人
の
他
、
助
産
師
、
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
を
そ
れ
ぞ
れ
１

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

市
民
の
健
康
と
安
全
・
安
心
を
守
る

人
配
置
し
、
母
子
保
健
や
予
防
接

種
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、

各
種
が
ん
検
診
、
歯
科
健
診
、
精

神
保
健
、
食
育
等
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
、
子
育

首長は語る
No.90 南国市長 平

ひら

 山
やま

 耕
こう

 三
ぞう

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
る

今
年
度
か
ら
、弱
視
の
早
期
発
見
の

検
査
機
器
を
導
入
。子
ど
も
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
へ

市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
意
識
を
醸
成
し
て
い
く

介
護
予
防
、地
域
ぐ
る
み
で
の

見
守
り
活
動
に
注
力
す
る

者
ま
で
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
に
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
互
い
に
支
え

合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
健
康
ま
つ
り
「
健
康
な
ん

こ
く
☆
き
ら
り
☆
フ
ェ
ア
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
保
健
・
医
療
・
介
護
担
当
課

だ
け
で
な
く
、
生
涯
学
習
・
消
防
・

危
機
管
理
の
各
部
署
に
加
え
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
運

営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
も
得

な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

行
っ
て
お
り
、
今
年
も
６
０
０
人

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
歯
周
病
予
防
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
土
長
南
国
歯
科

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
年
に
２

回
（
６
月
、
11
月
）
全
市
民
を
対

象
と
し
た
無
料
歯
科
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
意
識
の
醸
成
と
保

健
行
動
の
定
着
を
図
る
た
め
、
高

知
家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
活

用
し
た
市
独
自
の
「
南
国
市
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
血
圧
測

定
等
、
個
人
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に
つい
て

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

　

妊
娠
届
が
出
さ
れ
た
ら
マ
タ
ニ

テ
ィ
教
室
、
出
産
後
は
離
乳
食
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
か
ら
は
、
出
産
後
４
カ
月
未
満

の
産
婦
を
助
産
師
が
訪
問
し
て
支

援
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業
と
、
遠

く
に
外
出
で
き
な
い
妊
産
婦
を
対

象
に
地
域
の
集
会
所
等
に
お
い
て
、

母
子
保
健
推
進
員
・
保
健
師
等
が

子
育
て
相
談
を
受
け
る
産
前
・
産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳

幼
児
健
診
（
４
カ
月
・
10
カ
月
・

１
歳
６
カ
月
・
３
歳
４
カ
月
児
健

診
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
個
別
支
援
が
必
要
と
思
わ

回
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
と
の

セ
ッ
ト
健
診
の
実
施
や
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
地
区
公
民
館
等
で

行
っ
て
い
る
集
団
健
診
に
声
を
掛

け
合
っ
て
、
来
て
い
た
だ
く
な
ど
、

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
と
協
力
し
、
受
診
率
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
「
ヘ
ル
ス
リ

ム
教
室
」
の
名
前
で
実
施
し
、
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
定
着
を
目
標
と
し
て
い

（聞き手　国保連合会江口事務局長）

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
め
ば
え
」
に
は
、
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
方
が
孤

立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
健
や
か
な
発
育
・
発

達
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
福
祉
事
務
所
に
障
害

者
福
祉
担
当
保
健
師
１
人
、
子
ど

も
の
虐
待
へ
の
対
応
に
保
健
師
２

人
、
教
育
委
員
会
に
保
健
師
１
人
、

さ
ら
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
対
策

で
保
健
師
１
人
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

各
部
門
間
で
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
互
い
に
協
力
し
て
市
民
の

健
康
と
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、

市
民
の
方
々
に
自
ら
の
健
康
状
態

を
把
握
し
て
も
ら
う
た
め
の
入
口

と
な
る
の
が
特
定
健
診
で
す
。
健

康
文
化
都
市
づ
く
り
推
進
委
員
や

食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
受
診
率
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
の

受
診
率
は
35
・
３
％
で
、
目
標
を
下

保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
、
平
成
５
年
度
に
健

康
文
化
都
市
宣
言
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
増
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
自
主
的
な
活
動
も
盛
ん
で
、

市
内
16
地
区
の
「
健
康
文
化
都
市
づ

く
り
推
進
委
員
会
」
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
運
動
教
室
、
健
康
づ
く
り

講
演
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
や
関
係
機
関
、
団
体
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
で
各
種
の
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

に
第
２
期
南
国
市
健
康
増
進
計
画

「
健
康
な
ん
こ
く
21
計
画
☆
き
ら
り

☆
」、
平
成
28
年
度
に
第
３
次
南
国

市
食
育
推
進
計
画
、
平
成
30
年
度

に
第
１
次
南
国
市
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ

き
、
県
の
よ
さ
こ
い
健
康
プ
ラ
ン

21
の
目
指
す
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

れ
る
方
に
は
支
援
の
た
め
の
教
室

へ
の
参
加
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

３
歳
４
カ
月
児
健
診
で
は
今
年
度

か
ら
、
弱
視
の
早
期
発
見
の
た
め
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
機
器
を
導

入
し
ま
し
た
。
弱
視
は
、
早
期
に

治
療
を
開
始
す
る
ほ
ど
視
力
が
改

善
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
お

子
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

市
内
委
託
医
療
機
関
で
は
、
０

カ
月
児
健
診
が
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
し
、
委
託
医
療
機
関
で
の

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
に
は
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
妊
治
療
費
の
助
成
も
行
っ
て
お

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
一
般
不
妊

治
療
費
、
平
成
30
年
度
か
ら
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

介
護
予
防
や
健
康
維
持
の
た
め

の
住
民
の
自
主
的
な
集
ま
り
で
あ

る
、
わ
か
ガ
エ
る
体
操
や
貯
筋
運

動
教
室
へ
の
健
康
運
動
指
導
士
の

派
遣
や
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
認
知
症
や
権
利
擁
護
の
講

座
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
託
事
業
と
し
て
、
男
の

体
操
教
室
、
筋
力
向
上
教
室
、
閉

健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
実
践
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。
保
健
師
の
面
接
を
は
じ
め
、

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
教

室
や
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
教
室

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ほ

ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
に
委
託
し
て
い

る
「
メ
タ
ボ
予
防
運
動
教
室
」
に

は
多
く
の
参
加
が
あ
り
、「
一
人
で

は
続
か
ん
け
ど
、
人
と
一
緒
や
っ

た
ら
励
み
に
な
る
」
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

生
活
で
き
る
よ
う
、地
域
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る

も
の
づ
く
り
の
ま
ち

を
推
進
し
て
い
く

後
発
医
薬
品
の
普
及
促
進
等
に
取
り
組
む

階
段
を
使
っ
て
、日
常
の
中
で
健
康
づ
く
り

気
分
転
換
に
時
折
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も

事
務
処
理
の
共
同
化
・
効
率
化
に
向
け
、

一
層
の
協
力
・
連
携
を

防
災
訓
練
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
主
的
な
活
動
が

盛
ん
で
あ
る
こ
と
は
、
市
の
保
健

行
政
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
と
協
働
で

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
昔
か
ら
製
造
業

が
盛
ん
で
、
土
佐
打
刃
物
を
代
表

と
す
る
伝
統
産
業
か
ら
Ａ
Ｉ
開
発

や
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
等
の
最
先
端

産
業
ま
で
、
も
の
づ
く
り
の
企
業

が
１
０
８
社
以
上
立
地
し
て
い
ま

す
。
伝
統
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が

ら
世
界
的
に
事
業
を
展
開
す
る
経

営
者
も
多
い
、
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
で
す
。

　

現
在
、
２
０
２
１
年
春
に
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
「（
仮
）
も
の
づ

南
国
市
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
や

学
術
・
産
業
・
観
光
等
の
地
域
振

興
事
業
、
市
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

南
国
市
は
全
国
に
先
駆
け
て
食

育
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
食

育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
市
民
の
食
へ
の
関
心
は
高

く
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

も
盛
ん
で
す
。
推
進
員
は
現
在
70

名
。
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

料
理
教
室
や
学
校
等
で
の
食
育
活

動
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
災
害
・

非
常
時
に
役
立
つ
調
理
方
法
を
、

公
民
館
で
の
料
理
教
室
や
地
域
の

く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
の
整
備

を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
建
物
は

鉄
骨
３
階
建
、約
２
、

４
０
０
㎡
で
、
宇

宙
船
の
よ
う
な
近

未
来
的
な
外
観
と

な
る
予
定
で
、
建

物
を
見
る
だ
け
で

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
階
で
は
、

本
市
が
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
世
界
的
な
フ
ィ

ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
（
株
）
海
洋
堂

の
生
産
工
場
を
見
学
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
２
階
に

は
子
ど
も
や
観
光
客
、
一
般
の
大

人
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
づ
く
り
の
体
験
ス
ペ
ー
ス

と
、
海
洋
堂
の
作
品
を
は
じ
め
と

す
る
展
示
や
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
併

設
し
ま
す
。
３
階
で
は
プ
ロ
を
目

指
す
よ
う
な
方
向
け
の
、
高
度
な

造
形
を
は
じ
め
と
す
る
、
も
の
づ

く
り
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
、
海
洋
堂
の
技
術
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
人
材

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、（
株
）
海
洋
堂
の

魅
力
を
核
と
し
て
観
光
客
誘
致
を
し
、

ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

平
山
市
長
ご
自
身
が
健
康
に
対
し

て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　

今
ま
で
は
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
の
体
力
づ
く
り
と
し
て
、
野

球
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
公
務
が
多
く
定
期
的

じ
こ
も
り
を
防
ぐ
サ
ロ
ン
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
レ
セ
プ
ト
を
分
析
し
た
結
果
、

筋
・
骨
格
疾
患
が
医
療
費
の
30
％

を
占
め
て
お
り
、
要
介
護
者
の
有

病
率
で
も
50
％
と
高
い
傾
向
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
食
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考

え
て
、
本
年
度
は
フ
ー
ド
モ
デ
ル

に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
栄

養
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
考
え
る
上
で
、
地
域
の

支
え
合
い
や
見
守
り
活
動
の
担
い

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

本
市
の
介
護
保
険
の
第
１
号
被

保
険
者
数
は
、
令
和
元
年
10
月
末

現
在
で
１
４
、５
３
１
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
要
支
援
者
は
５
４
５
人
、

要
介
護
者
は
１
、９
４
５
人
で
、
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
数
は

１
、４
６
３
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
は
４
２
３
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
高
齢
者
の
自
立
支
援

と
重
度
化
防
止
を
目
指
し
、
モ
デ

手
と
な
っ
て
い
た
だ
く
元
気
な
高

齢
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
今
後
「
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
」
に
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
指
導
、
保
健
師
に
よ
る
保
健
指

導
や
健
康
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
指
導
や
歯
科
相
談
等
を

組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
フ

レ
イ
ル
や
要
介
護
状
態
の
予
防
、

改
善
、
そ
し
て
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
の
で
す
が
、
普

段
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
せ

ず
、
階
段
で
上
り
下
り
を
す
る
な

ど
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ル
事
業
と
し
て
平
成
23
年
に
地
域

ケ
ア
会
議
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、

要
介
護
認
定
率
は
17
・
１
％
で
あ
り
、

国
や
県
平
均
と
比
較
し
て
低
く
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
10
月
末
現

在
で
31
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
高
齢
化
が
進
行
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向

け
て
、
地
域
や
関
係
機
関
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
必
要
な
地

域
資
源
の
開
発
や
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
の
制
度
改
革
で
、

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
は

単
年
度
で
見
れ
ば
医
療
費
の
変
動

に
よ
る
財
源
不
足
等
の
問
題
は
な

く
な
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
安
定
的

な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
齢
構
成
が
高
い
た

め
医
療
費
の
水
準
が
高
い
こ
と
や
、

低
所
得
者
が
多
く
、
保
険
税
の
負

担
が
収
入
に
比
較
し
て
重
い
と
い

う
構
造
的
な
問
題
が
解
決
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医

療
の
高
度
化
や
高
齢
化
の
進
行
に

伴
う
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
今

後
と
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
の
国
保
加
入
者
数
は
、
令
和

元
年
10
月
末
現
在
で
１
０
、５
１
７

人
と
な
っ
て
お
り
、
国
保
被
保
険

者
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
体
的

に
は
年
間
の
総
医
療
費
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
定
健
診
を
含
め

た
疾
病
予
防
や
重
症
化
の
予
防
、

レ
セ
プ
ト
点
検
や
適
正
受
診
の
指

導
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差

額
通
知
等
の
医
療
費
適
正
化
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
保
険
者
努
力
支
援
制

度
の
成
果
指
標
に
も
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
や
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
対
策
、
後
発
医
薬
品

の
普
及
促
進
、
国
保
税
の
収
納
率

向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事
業

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

国
保
連
合
会
に
は
、
レ
セ
プ
ト

審
査
支
払
事
務
を
は
じ
め
、
多
岐

に
わ
た
る
事
務
処
理
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
町
村
事
務
処
理
標
準

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
国
保

中
央
会
と
の
連
携
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
向
け
て
の
準
備
等
の

事
業
が
続
き
ま
す
が
、
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
シ

ス
テ
ム
や
、
市
町
村
の
事
務
改
善

に
つ
な
が
る
共
同
事
業
の
ご
提
案

を
い
た
だ
く
な
ど
、
と
も
に
保
健

事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

も
の
づ
く
り
を
愛
す
る
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
の
施
設

が
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
観

光
・
産
業
・
文
化
・
教
育
の
一
大
拠

点
と
し
て
、
そ
の
集
客
を
原
動
力
に
、

施
設
周
辺
の
中
心
市
街
地
エ
リ
ア

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
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「土佐のまほろば」
土佐の玄関交流都市

　日本一の規模を誇る「ブーゲンビリア」をはじめ、亜熱帯の
花々が華麗に咲く園内。楽園ムードに浸りながら、併設のハウ
スで育てたスイカやメロンが一年中楽しめるほか、季節により
イチゴ狩りやフルーツトマト狩りなど、旬のおいしさも楽しめる。
■開園時間／ 9：00 ～ 17：00　■年中無休　
■入場料／無料

　岡豊城跡に建つ歴史系総合博物館。常設で長宗我部氏や岡豊
城跡（国史跡）の資料を展示しているほか、合戦時の長宗我部軍
本陣の再現コーナーなどもあり、戦国時代の雰囲気を体感できる。
■開館時間／ 9：00 ～ 17：00
■休館日／年末年始（12/27 ～ 1/1）
■入館料／大人（18 歳以上）470 円・高校生以下無料
　　　　　※企画展・特別展の開催時は別途。
■お問い合わせ／ 088-862-2211

　南国市内を一望できる標高 97 ｍの丘陵は、かつて長宗我
部氏が居城とした岡豊城跡。その中腹には高知県立歴史民
俗資料館が建ち、県内有数の桜の名所としても名高い。

岡
お こ う

豊山
や ま

土佐のまほろばを一望

高知県立歴史民俗資料館

戦国時代の雰囲気を体感
西
島
園
芸
団
地

花
と
フ
ル
ー
ツ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
！

　土佐赤牛や四万十ポーク、ごめんシャモなど、地産地消にこだわり、
県内産の素材を使用したメニューがずらり。地元南国の野菜もたっぷり
味わえる。ロンドンから取り寄せたバスや、桂浜の龍馬像と同じサイズの
寝そべった龍馬像が目印。
■営業時間／ 9：00 ～ 22：00　■年中無休
■お問い合わせ／ 088-856-5312

　2021 年春、南国市商工会館東に新しい体験施設がオープンする。
1 階に入居予定の、世界的に有名なフィギュアメーカー（株）海洋堂の
工場は、工場見学も可能となる予定。ジャンルは手芸、クラフトやフィギュ
ア造形等、レベルは趣味からプロを目指す方まで、ものづくりの総合拠
点が南国市中心部に誕生する。
■お問い合わせ／商工観光課　088-880-6560

 農園レストラン トリトン

ものづくりサポートセンター（仮称）

高知の味覚を存分に

南国市の新名所、2021年春オープン！

鳥
居
杉

神
秘
的
な

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　南国市の『ごめんケンカシャモ』は、全国でも珍しい 100％純血種。う
まみ凝縮、歯ごたえ抜群の「本物」。南国市では、シャモ料理を提供する
「シャモ鍋社中」に 20 店舗以上が加盟しており、南国市に来ればシャ
モ料理が食べられる。
■お問い合わせ／ごめんシャモ研究会 TEL 088-855-7418

　シャモといえば鍋が有名だが、鉄板
焼きも最高。塩のみでいただくも良し、
柚子胡椒でピリリといただくも良し。龍
馬も食べていないこの旨さ、ぜひ一度
ご賞味あれ。 

軍鶏(シャモ)焼肉セット

ご
め
ん

ケ
ン
カ
シ
ャ
モ

坂
本
龍
馬
が
愛
し
た

長宗我部元親（1539〜1599）
　戦国時代に活躍した土佐の戦国武将。四国平定の目前で豊
臣秀吉に敗れ、土佐一国を安堵される。毎年 5月には全国の長
宗我部ファンの交流イベント「長宗我部フェス」を開催している。

いちおしスポット

32

55

45

249岡豊山

高知県立
歴史民俗資料館

西島園芸団地

鳥居杉

農園レストラン トリトン

ごめんシャモ研究会

ものづくり
サポートセンター

（仮称）

土佐を統一した男

　桑の川地主神社の参道両脇に並んで立つ樹齢
300 年の杉の木は、地上 5 ｍの所で枝が水平に連
結している天然の鳥居。マイナスイオンをたっぷり浴
びて、すがすがしい気分になれること間違いなし。

詳しくは、南国市役所　商工観光課までお問い合わせください。
● TEL 088-880-6560
● URL http://www.city.nankoku. lg. jp/

00 00国道 県道
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梼原町地域包括支援センターのみなさん

総面積　236.45k㎡
人口　3,480 人
国保被保険者数　856 人
高齢化率　44.88％

（令和元年 10 月末現在）

四国カルスト高原

ORANKU NO HOKENJIGYO

梼 原 町
Vol.90

四季折々の豊かな自然に
めぐまれた雲の上の町「梼原町」

雲
の
上
の
町
　
ゆ
す
は
ら

　

梼
原
町
は
高
知
県
の
中
西
部
、
愛
媛
県
と

の
県
境
に
あ
り
、
面
積
の
91
％
を
森
林
が
占

め
、
標
高
１
４
５
５
ｍ
に
も
な
る
雄
大
な
四

国
カ
ル
ス
ト
に
抱
か
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で

す
。
四
国
カ
ル
ス
ト
高
原
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
高
位
高
原
カ
ル
ス
ト
地
形
に
な
っ
て

お
り
、
至
る
と
こ
ろ
に
手
つ
か
ず
の
自
然
が

残
り
、
晴
れ
た
日
に
は
太
平
洋
か
ら
瀬
戸
内

海
ま
で
一
望
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
夜
明
け
を
信
じ
、
幕
末
を
駆

け
抜
け
た
坂
本
龍
馬
た
ち
が
脱
藩
す
る
た
め

に
通
っ
た
道
が
昔
の
趣
を
残
し
た
ま
ま
、
維

新
の
道
、
脱
藩
の
道
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。
藩
政
時
代
か
ら
の
茶
堂
も
町
内
に
点
在

し
て
お
り
、
訪
れ
る
人
に
対
す
る
「
お
も
て

な
し
精
神
」が
受
け
継
が
れ
て
い
る
町
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

　

梼
原
町
で
は
、第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
「
人
の
尊
厳

が
守
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
や
幸
福

感
を
感
じ
な
が
ら
町
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
」

町内に点在する茶堂

千百年間、舞い継がれてきた「津野山神楽」

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
同
士
、
住
民
と
行
政
等
の
関
係
機
関
と
の

信
頼
関
係
が
強
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個

人
が
抱
え
る
不
安
を
最
小
限
に
抑
え
、
住
民

が
安
心
し
、
希
望
を
持
っ
て
笑
顔
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

認
知
症
施
策
に
お
い
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
認
知
症
の
方
や

家
族
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
普
及
活
動

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
暖
か
く
見
守
り
支
援
す
る

応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
は
地
域
で
の
声
か
け
や
見
守
り

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
民

生
委
員
の
方
等
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
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少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
役
場
職
員
に
対
し
て

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
方
と
接

す
る
機
会
の
多
い
役
場
職
員
だ
か
ら
こ
そ
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
支
援
す

る
立
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
役
場
職
員
で
は
20
～
30
代
と
若
い
世
代

も
多
く
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
と
い
う

点
に
お
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
ず
、
わ
か

り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

認
知
症
の
基
本
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

こ
ん
な
時
に
は
ど
う
す
る
？
と
い
っ
た
寸
劇

を
交
え
た
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
「
気
に
な
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
時
に
は
、

課
を
超
え
て
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
た
の
で
相
談
し
て
い
き
た
い
」「
相

手
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
大
切
だ
と
感
じ

た
」
な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。
役
場

職
員
の
意
識
が
変
わ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
と
連
携
し
、
早
期
に
対
応
で
き
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

育
成
を
担
う
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
方
が

高
齢
と
な
り
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
の
方
々
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の
活
動
は
で
き
る
が
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
と
し
て
の
活
動
は
難
し
い
と
い

う
回
答
が
多
く
あ
り
、
今
後
は
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
の
養
成
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

げ
ら
げ
ら
家
族
会

　

梼
原
町
に
は
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
が
集
ま
る
「
げ
ら
げ
ら
家
族
会
」
と

い
う
住
民
主
体
の
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
平

成
15
年
11
月
に
４
名
の
会
員
で
始
ま
り
、
現

在
は
12
名
の
会
員
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

介
護
の
状
態
や
悩
み
、
介
護
の
方
法
を
出
し

合
い
、
と
も
に
助
け
合
っ
て
い
け
た
ら
と
月

に
１
回
定
例
会
を
行
い
、
み
ん
な
で
話
を
し

て
い
ま
す
。
介
護
は
大
変
で
す
が
、
集
ま
っ

た
時
だ
け
は
、
げ
ら
げ
ら
と
笑
い
あ
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
げ
ら
げ
ら

家
族
会
」
に
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
定
例

会
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も

参
加
し
て
お
り
、
専
門
職
と
し
て
相
談
に

乗
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
げ
ら
げ
ら
家
族
会
に
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よ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
平
成
27
年
に
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

に
て
「
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
地
域
の

方
や
専
門
職
と
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
を

理
解
し
あ
う
場
に
し
よ
う
」
と
い
う
目
的
で

は
じ
ま
り
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

梼
原
町
は
６
地
区
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

中
心
地
か
ら
一
番
遠
い
地
区
で
は
車
で
約

１
時
間
か
か
る
た
め
、「
げ
ら
げ
ら
出
前
カ

フ
ェ
」と
し
て
、各
地
区
に
出
か
け
て
カ
フ
ェ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
認

知
症
の
方
を
家
族
や
地
域
で
支
え
合
え
た
ら

い
い
ね
」
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
取
り
組
み

を
は
じ
め
、今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
体
験
の
話
し
や
笑
い
を
取
り
入
れ
た
認

知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
雲
の
上
の
図
書
館
と
連

携
し
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梼
原
病
院
の
看
護
師
か
ら
認
知

症
に
つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
（
梼
原
病
院
院
長
）
も
参
加

し
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
日
頃
の
悩
み
に

つ
い
て
、
一
緒
に
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
げ
ら
げ
ら
家
族
会
の
皆
さ
ん
に
も
認
知

症
カ
フ
ェ
の
サ
ポ
ー
ト
や
参
加
者
の
方
と
一

緒
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
図
書
館

と
い
う
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気
に
よ
る
相
乗
効

果
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
落
ち
着
い
て

話
が
聞
け
る
き
い
い
ね
」「
み
ん
な
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
話
が
で
き
る
ね
」
と
い
う
声
が
あ

り
、
参
加
者
同
士
が
笑
顔
で
話
を
す
る
様
子

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
図
書
館
か
ら

の
本
の
紹
介
や
認
知
症
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
認
知
症
カ
フ
ェ

に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
に
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
認
知
症
カ
フ
ェ
に

な
る
よ
う
に
、
来
年
度
も
図
書
館
で
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
場
所
で
、

自
分
ら
し
く
い
つ
ま
で
も

　

認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る

身
近
な
病
気
で
す
。
認
知
症
の
方
に
優
し
い

地
域
は
認
知
症
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
み
ん
な
に
優
し
い
地
域
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
お
互
い
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な

梼
原
町
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

役場職員に対する認知症サポーター養成講座げらげら家族会のマスコットキャラクター「げ
らちゃん」。一つひとつ会員さんの手作りです

2018 年にオープンした「ゆすはら雲の上の図書館」

雲の上の図書館。認知症コーナー
雲の上の図書館での認知症カフェ げらげら出前カフェ。お笑いの時間 げらげら出前カフェ。

介護体験を語る家族会の会員さん
「げらげら出前カフェ」家族会の

会員さんによる手作りの看板
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

津
野
町

約
９
割
を
森
林
が
占
め
、

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
。

日
本
最
後
の
清
流
四
万
十
川
の

源
流
点
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、

秋
に
は
津
野
山
古
式
神
楽
が

奉
納
さ
れ
る
。

自
然
の
中
に
歴
史
と
文
化
の

香
り
が
漂
う
ま
ち
津
野
町
で
、

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

手
作
り
焼
き
立
て
パ
ン
を
届
け
ま
す

「
パ
ン
工
房 

山
里
」

か
ら
地
域
を

盛
り
上
げ
た
い

津野町で「パン工房　山里」を経営する市川信秀さん・尚子さん

大人気の芋天。山里へは道の駅に立ち寄った
観光バスや愛媛からのお客さんも多数訪れる

津野町産のブルーベリーを使った手作りタルトは、ふるさ
と納税の返礼品にも選ばれている。同じく地元産の栗を
ふんだんに使用したタルトは、栗好きには堪らない一品

「
パ
ン
工
房
　
山
里
」

市
川
さ
ん
ご
夫
婦
を

訪
ね
る

　

四
万
十
川
の
源
流
点

に
あ
る
道
の
駅
「
布
施
ヶ

坂
」
の
一
角
に
２
０
１
８

年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

に
開
店
し
た
「
パ
ン
工

房　

山
里
（
以
下
、
山

里
）」
を
訪
ね
、
市
川

信
秀
さ
ん
、
尚
子
さ
ん

ご
夫
婦
に
お
話
し
を
伺
っ

た
。

　

山
里
の
店
頭
に
は
、
焼
き
立

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
手
作

り
パ
ン
が
並
び
、
お
客
さ
ん
を
出

迎
え
る
。
中
で
も
一
番
人
気
は
こ

だ
わ
り
の
「
塩
パ
ン
」。
塩
パ
ン

で
山
里
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
パ

ン
ご
と
に
フ
ァ
ン
と
な
る
方
が
多

く
、
ま
と
め
て
予
約
が
入
る
こ
と

も
あ
る
。
派
生
し
た
商
品
で
は
、

黒
糖
塩
パ
ン
や
地
元
産
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
使
用
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

塩
パン
も
人
気
だ
。
ま
た
、ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
を
使
っ
た
手
作
り
タ
ル
ト

は
津
野
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
秋
、
よ
く
売
れ
て
い
る

津
野
町
産
の
栗
の
渋
皮
煮
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
栗
タ
ル
ト
な

ど
、
季
節
限
定
の
商
品
も
開
発

し
て
い
る
。
野
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
も

季
節
限
定
商
品
で
、
実
が
小
さ

く
、
収
穫
は
大
変
だ
が
、
１
年

目
は
す
ぐ
に
完
売
と
な
る
人
気

ぶ
り
。
パ
ン
作
り
や
新
作
パ
ン
の

開
発
は
、
主
に
妻
の
尚
子
さ
ん

が
担
当
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
パ
ン
や
タ
ル
ト
の
他
に
、

芋
天
、
お
で
ん
、
カ
レ
ー
な
ど
も

販
売
し
て
い
る
。
山
里
の
芋
天

は
衣
に
パ
ン
粉
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
と
て
も
香
り
が
良
い
の
が
特

徴
の
人
気
商
品
で
、
こ
ち
ら
は

主
に
夫
の
信
秀
さ
ん
が
担
当
し
て

い
る
。

お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
た
い

　

営
業
時
間
は
８
時
か
ら
17
時

ま
で
。
移
動
販
売
も
行
っ
て
お

り
、
火
曜
日
と
木
曜
日
は
葉
山

地
域
、
水
曜
日
は
新
田
地
域
を

回
る
。
販
売
先
は
個
人
の
お
客

さ
ん
の
他
、
役
場
、
教
育
委
員

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
森

林
組
合
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
、
販
売
先
に
よ
っ
て
、
ぼ
う
し

パ
ン
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な
ど
人
気

商
品
も
さ
ま
ざ
ま
。

　

最
初
は
飛
び
込
み
で
販
売
に

行
っ
た
所
も
あ
り
、
受
け
入
れ
て

も
ら
う
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、

「
今
で
は
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
楽

し
み
に
待
っ
て
く
れ
て
い
る
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

る
の
で
、
そ
こ
は
必
ず
行
き
ま

す
。
足
が
不
自
由
で
な
か
な
か

外
出
が
で
き
ず
、
パ
ン
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
そ
う
い
う
お
客
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
」
と
信
秀
さ
ん
は
語
っ
て
く

れ
た
。

パ
ン
を
作
る
の
が
好
き
！

　

パ
ン
を
作
る
の
が
好
き
で
、
大

阪
で
喫
茶
店
の
仕
事
の
傍
ら
、
パ

ン
作
り
を
学
び
、
販
売
も
し
て
い

た
尚
子
さ
ん
。
し
か
し
、
あ
く
ま

で
喫
茶
店
の
仕
事
が
メ
イ
ン
の
た

め
、
当
時
は
一
日
に
作
れ
る
パン
は

２
、３
種
類
く
ら
い
で
、「
い
つ
か

パ
ン
作
り
で
生
活
を
し
た
い
。
田

舎
で
パン
屋
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
っ
て
い

た
。
そ
の
頃
、
津
野
町
船
戸
出

身
の
信
秀
さ
ん
が
帰
郷
す
る
こ
と

に
な
り
、
津
野
町
で
山
里
を
開

店
す
る
に
至
り
、
現
在
２
年
目

と
な
る
。

　
「
田
舎
に
来
た
と
い
う
よ
り
、

す
ご
く
楽
し
い
所
に
来
た
と
い
う

感
覚
で
す
。
自
然
が
いっ
ぱ
い
あ
っ

て
、
こ
の
場
所
に
お
る
か
ら
こ
そ
、

季
節
の
食
材
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
出
会
え
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

が
ど
ん
ど
ん
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ

を
自
分
の
パン
（
作
品
）
に
使
え

る
と
い
う
嬉
し
さ
や
楽
し
さ
が
あ

り
ま
す
」
と
尚
子
さ
ん
は
笑
顔

を
見
せ
た
。

　

開
店
後
、
徐
々
に
お
客
さ
ん
が

つ
い
て
く
る
と
、
例
え
ば
、
寒
い

日
で
も
毎
朝
、
早
い
時
間
に
１

個
だ
け
パ
ン
を
買
っ
て
か
ら
仕
事

に
行
く
お
客
さ
ん
が
い
る
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
あ
の
パ
ン
は
作
っ
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
、
と
励
ま
さ

れ
た
り
、
元
気
を
も
ら
え
る
。

朝
４
時
か
ら
10
時
ま
で
は
パ
ン
と

の
格
闘
だ
が
、「
今
日
も
来
て
く

れ
た
」
と
い
う
思
い
が
、
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
る
。
口
コ
ミ
で
来
て

く
れ
る
方
も
多
い
。

　

ま
た
、
新
作
を
開
発
す
る
際

に
は
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
を

考
え
て
、
実
際
に
イ
メ
ー
ジ
通
り

の
も
の
が
う
ま
く
出
来
上
が
っ
た

時
が
と
て
も
嬉
し
い
と
、
パ
ン
作

り
の
楽
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

慣
れ
な
い
移
動
販
売
に

奮
闘
。
新
し
い
発
見
も

　
「
メ
デ
ィ
ア
で
他
店
の
紹
介
を

見
る
と
、
今
、
作
っ
て
い
る
パン
が

世
の
中
の
流
れ
に
合
っ
て
い
る
か
と

考
え
た
り
、
時
折
、
少
し
焦
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
難
し
さ
は
あ

り
ま
す
が
、や
っ
ぱ
り
『
お
い
し
か
っ

一番人気「塩パン」の食感はふ
わふわ、もちもち。小麦の優しい
香りが口いっぱいに広がる。ブ
ルーベリー塩パンは爽やかな甘
酸っぱさが、塩味とよく合う

こだわりのカレーパン
はまろやかな辛味で初
めて食べるのに、どこ
か懐かしい味わい。信
秀さんの友人が営む
大阪の有名店クロー
バーからカレールーを
取り寄せている
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た
よ
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、

そ
れ
が
一
番
嬉
し
い
」
と
、
尚
子

さ
ん
は
心
境
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
カ
ボ
チ
ャ
の
食
パ
ン
が
お
い
し

か
っ
た
。
も
う
一
回
食
べ
た
い
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
叶

わ
ず
、
亡
く
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
話
を
お
客
さ
ん
か
ら
聞
い
た

り
、
大
阪
で
の
喫
茶
店
時
代
に

塩
パン
を
気
に
入
っ
て
く
れ
て
い
た

お
客
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
、
よ

り
気
持
ち
を
込
め
て
取
り
組
も

う
と
思
え
る
。

　

ま
た
、
大
阪
で
は
お
店
を
構

え
る
と
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
て

接
客
を
す
る
、
そ
れ
が
商
売
と

い
う
感
覚
だ
っ
た
尚
子
さ
ん
。
津

野
町
に
来
て
、
慣
れ
な
い
移
動

販
売
を
始
め
た
当
初
は
、
自
分

か
ら
売
り
込
み
に
行
く
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
、
恥
ず
か
し
さ
や

戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
行
っ
て
み

て
良
か
っ
た
な
と
思
え
る
こ
と
も

あ
る
。
自
分
か
ら
出
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
こ
う
い
う
場
所
に
こ

う
い
う
人
が
住
ん
で
る
ん
や
。
津

野
町
っ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て

た
ん
や
」
と
、
店
舗
に
い
る
だ
け

で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
新
た
な
発

見
が
あ
っ
た
り
、
知
り
合
い
に
な

れ
た
り
す
る
。

　

信
秀
さ
ん
は
飛
び
込
み
の
営

業
職
の
経
験
を
発
揮
し
て
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
パ
ン
あ
る
で
ー
！
」

と
、
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
、
２
人

で
一
緒
に
地
域
を
回
る
中
で
山
里

が
浸
透
し
て
き
た
。

昔
な
が
ら
の
四
季
折
々
の
自
然
、

お
お
ら
か
な
人
柄
が
魅
力

　
「
津
野
町
は
日
本
の
昔
の
良

い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
日
本
昔
話
の
風

景
の
よ
う
な
。
懐
か
し
い
昔
か
ら

あ
る
も
の
と
い
う
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
。
ま
た
、
人
が
優
し
く
て
、

お
お
ら
か
で
、
親
切
。
県
外
か

ら
来
た
私
に
も
、『
あ
ん
た
、
よ

う
来
た
ね
。
も
う
慣
れ
た
か
よ
』

と
聞
い
て
く
れ
ま
す
」
と
津
野

町
の
魅
力
を
語
る
尚
子
さ
ん
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
相
談

を
し
た
り
、
お
店
に
お
客
さ
ん
と

し
て
来
て
く
れ
た
り
と
公
的
機

関
の
方
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の

も
新
鮮
だ
と
い
う
。

パ
ン
作
り
の
楽
し
さ
を
共
有

で
き
る
場
所
を
作
り
た
い

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

伺
う
と
、「
パ
ン
作
り
の
楽
し
さ

を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
み
ん
な
で
パン
を

作
っ
て
、
焼
き
立
て
の
パン
を
一
緒

に
食
べ
た
り
。
そ
う
い
う
楽
し
さ

を
共
有
で
き
る
場
所
を
い
つ
か
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
尚

子
さ
ん
。

　
「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
独
居
で
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
で

あ
っ
た
り
、
焼
き
立
て
の
お
い
し

さ
を
知
ら
な
い
人
も
ま
だ
ま
だ
い

る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
信
秀
さ
ん
。
現

在
、
移
動
販
売
の
日
に
は
、
11

時
か
ら
約
２
時
間
は
店
舗
で
の

営
業
を
止
め
て
、
地
域
を
一
軒
ず

つ
回
っ
て
い
る
た
め
、
現
状
で
は

こ
れ
以
上
、
販
売
先
を
増
や
す

の
は
、
容
易
で
な
い
面
も
あ
る
が
、

「
年
配
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
食
べ
て
な
い
人
が
ま
だ

お
る
か
ら
。
一
人
で
も
多
く
、
運

ん
で
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

さ
ら
に
、
信
秀
さ
ん
は
地
域

を
賑
や
か
に
し
た
い
と
「
ひ
ょ
っ

と
こ
愛
好
会　

山
里
」
を
結
成

し
、
仲
間
と
共
に
老
人
ホ
ー
ム
や

集
会
所
で
の
地
域
サ
ロ
ン
等
で
踊

り
を
披
露
し
て
い
る
。
特
に
お
年

寄
り
に
大
好
評
で
、
尚
子
さ
ん

も
お
か
め
の
お
面
で
参
加
。
あ
た

た
か
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
里
か
ら
、
こ
だ

わ
り
の
手
作
り
パン
と
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
で
地
域
に
笑
顔
を
届
け
て

ほ
し
い
。

津野町は日本の昔の
良いところがいっぱい
残っている

訪ねた元気人
パン工房　山

やまさと
里

市川信
の ぶ ひ で

秀さん、尚
な お

子
こ

さん

高知県高岡郡津野町
船戸3584-1
TEL 0889-62-3339
営業時間　8：00～17：00
定休日　月曜日

●お問い合わせ

スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

定
期
的
な
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
で
早
期
発
見
を

健
康
づ
く
り
支
援
事
業

―
乳
が
ん
予
防
啓
発
支
援
事
業
―

　

乳
が
ん
予
防
啓
発
支
援
事
業

は
、乳
が
ん
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
実
技
指
導
、
乳

が
ん
検
診
受
診
啓
発
等
を
行
う

も
の
で
す
。
乳
が
ん
検
診
の
対
象

と
な
る
前
の
40
歳
未
満
の
比
較

的
若
い
女
性
を
中
心
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

四
万
十
町
（
９
月
３
日
）、
須

崎
市
（
９
月
11
日
）、
四
万
十
市

（
10
月
24
日
）、
東
洋
町
（
11
月
26

日
）、
土
佐
清
水
市
（
12
月
５
日
）

に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
子
育
て
応
援
教
室
に
参

加
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
担
当
者
か
ら
は
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
頼
り

が
ち
な
若
い
世
代
に
と
っ
て
、
正

し
い
知
識
を
学
ぶ
よ
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
た
。妹
や
母
に
も
伝
え
た
い
」

「
昨
年
も
参
加
し
た
が
、
お
さ
ら

い
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
継
続
し
た
健
康
教
育
を

実
施
し
て
い
く
大
切
さ
を
感
じ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き

る
数
少
な
い
が
ん
の
一
つ
で
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
治
癒
率
が

高
く
、
定
期
的
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
に
よ
り
早
期
発
見
し
、
早
期

治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
も
育
児
相
談
等
の
場
を
利

用
し
て
、
乳
が
ん
予
防
の
啓
発

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施

健
康
づ
く
り
支
援
事
業

―
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

受
診
利
用
勧
奨
支
援
事
業
―

　

室
戸
市
（
５
月
23
日
・

８
月
22
日
）、佐
川
町
（
８

月
16
日
・
10
月
29
日
）、

芸
西
村
（
10
月
７
日
）、

香
美
市
（
10
月
８
日
・
10

月
18
日
）、
安
芸
市
（
11

月
７
日
）、中
土
佐
町
（
１

月
15
日
・
16
日
）
に
お

い
て
、
特
定
健
診
未
受

診
対
象
者
へ
の
電
話
に

よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
担
当
者
か

ら
は
、「『
通
院
中
の
た

め
受
診
し
な
い
』
と
言
っ

て
い
た
が
、
専
門
職
な
ら

で
は
の
き
め
細
か
な
電

話
勧
奨
に
よ
り
、
一
転
し

て
受
診
に
つ
な
が
っ
た

方
も
い
て
効
果
が
あ
っ

た
」「
本
人
不
在
で
も
、

家
族
へ
の
伝
言
か
ら
申

し
込
み
に
つ
な
が
っ
た

方
も
い
た
。
来
年
度
以

降
も
利
用
し
た
い
」「
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
で
手
の

回
ら
な
か
っ
た
電
話
勧

奨
に
着
手
で
き
、
効
果

を
感
じ
て
い
る
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
受
診
率
・
利

用
率
向
上
の
一
端
を
担

え
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、

取
り
組
み
の
強
化
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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随

想
こくほ

「
人
生
会
議
」し
よ
う武

　
田
　
俊
　
彦

T
o

s
h

i
h

i
k

o
 

T
a

k
e

d
a

岩
手
医
科
大
学
客
員
教
授
（
前
厚
生
労
働
省
政
策
参
与
）

「
人
生
会
議
」
と
は

　

最
近
、
厚
生
労
働
省
の
ポ
ス

タ
ー
が
配
布
中
止
に
追
い
込
ま
れ

た
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
ポ
ス

タ
ー
は
「
人
生
会
議
」
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
発
表
と
同
時
に
患
者

団
体
な
ど
か
ら
批
判
の
声
が
上
が

り
、
次
の
日
に
は
都
道
府
県
へ
の

配
布
が
中
止
さ
れ
る
事
態
に
な
っ

た
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
作
成

目
的
は
正
し
い
と
支
持
す
る
声
が

上
が
っ
た
り
、
自
分
な
ら
こ
う
い

う
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
と
い
う
独
自

作
品
も
ネ
ッ
ト
に
上
が
る
な
ど
、

関
係
者
の
間
で
は
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
が
、
一
方
で
そ
う
い
う
騒

動
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
を
知
ら
な

い
人
も
多
い
。で
は
、「
人
生
会
議
」

と
は
何
か
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
取
り
入
れ
た

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
「
人
生
会
議
」
と
い
う
名
称
は
、

厚
生
労
働
省
の
愛
称
選
定
委
員
会

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
ま
だ
新
し

い
名
称
で
あ
る
。
１
０
０
０
件
以

上
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
名

称
で
、
率
直
に
言
っ
て
と
て
も
役

所
の
発
想
か
ら
は
出
て
こ
な
い
良

い
名
称
だ
と
私
は
思
う
。
こ
の
名

称
が
決
ま
る
前
、
こ
の
考
え
方
は

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
／
人
生
の
最
終
段

階
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
、
本

人
が
家
族
等
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー

ム
と
事
前
に
繰
り
返
し
話
し
合
う

プ
ロ
セ
ス
）と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
も

と
も
と
、「
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
が
、
昨
年
「
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
内
容
が
一

新
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
新
し
い
考

え
方
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
だ
。
こ
の
内
容
を
広
め
た
い
と

名
称
を
決
め
、
さ
ら
に
ロ
ゴ
も
決

め
て
次
に
ポ
ス
タ
ー
と
動
画
で
普

及
を
、
と
い
う
段
階
で
思
わ
ぬ

展
開
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ

が
、
も
ち
ろ
ん
重
要
な
の
は
そ
の

内
容
だ
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

定
で
重
要
な
の
は
、
二
つ
の
点
だ

と
私
は
思
う
。

随

想
こくほ

出身地:岩手県、岩手医科大学客員教授、ボストンコンサルティンググループシニアアドバイザー、東京海上日動火災保険株式会社顧問　
【略歴】1983 年東京大学法学部卒業、厚生省入省。大蔵省主計局、ジェトロ・ニューヨーク事務所、北海道庁への出向等を経て1999 年に
大臣秘書官（丹羽雄哉厚生大臣）。2000 年に医政局企画官。以後、主に医療分野を担当し、医政局経済課長、同政策医療課長や保険局国
民健康保険課長、同総務課長を歴任。その後社会保障担当参事官として社会保障・税一体改革を担当。2 年間の総務省出向（消防庁審議
官）を経て、官房審議官（医療保険担当）、政策統括官（社会保障担当）、医薬・生活衛生局長、医政局長。2018 年７月退官。2018 年11 月、厚
生労働省政策参与に就任。2019年９月退任。

【学会・委員等】日本医療・病院管理学会、医療経済学会に所属。日本医師会医療政策会議委員

Writer 's Profi leT o s h i h i k o  T a k e d a武田俊彦

ケ
ア
の
専
門
職
の

参
加
が
求
め
ら
れ
る

　

一
つ
は
、「
医
療
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
」
だ
っ
た
の
が
「
医
療
・
ケ

ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
に
変
わ
っ

た
こ
と
だ
。
人
生
の
最
終
段
階
の

医
療
を
ど
う
考
え
る
か
、
と
言
っ

た
場
合
に
、「
医
療
＝
治
療
」
と

通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ど

う
い
う
治
療
を
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
し
な
い
の
か
、
と
い
う
選
択

問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
し
ま

う
。
医
療
の
考
え
方
は
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
て
、
病
気
を
治
す
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
「
支
え
る

医
療
」へ
と
転
換
が
進
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
は
、
本
人
の
望
み
を
か
な

え
、生
き
が
い
を
支
え
る
「
医
療
・

ケ
ア
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
話
し
合
う
チ
ー
ム
も
今
や

医
療
だ
け
で
な
く
ケ
ア
の
専
門
職

の
参
加
も
求
め
ら
れ
る
。

話
し
合
う
の
は
家
族
だ
け

で
は
な
い
こ
と
を
明
示

　　

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
話
し

合
う
の
は
、「
家
族
等
」
と
い
う

こ
と
で
、
家
族
だ
け
で
は
な
い
こ

と
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。
Ａ
Ｃ

Ｐ
の
大
事
な
点
は
、「
繰
り
返
し

話
し
合
う
」
こ
と
な
の
で
、
一
番

身
近
で
た
く
さ
ん
話
し
合
っ
て
い

る
人
が
最
も
本
人
の
気
持
ち
を
理

解
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
、
と
い

う
実
態
を
踏
ま
え
て
の
改
定
な
の

だ
と
思
う
。

「
治
す
医
療
」
か
ら

「
支
え
る
医
療
」
へ

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
改
定
だ

が
、
厚
生
労
働
省
が
普
及
啓
発
に

こ
こ
ま
で
熱
心
に
取
り
組
む
の
は

理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
医
療
の

在
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ

と
だ
。「
治
す
医
療
」
か
ら
「
支

え
る
医
療
」
へ
の
変
革
は
、
治
療

に
専
門
知
識
を
持
つ
医
師
主
導
の

医
療
か
ら
、
本
人
が
主
体
的
に
望

む
生
活
を
医
師
等
が
支
え
る
医
療

へ
の
変
革
で
あ
り
、
選
択
の
主
体

が
本
人
に
大
き
く
移
っ
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
ポ
ス
タ
ー
で
啓
発
す
れ

ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

人
生
の
最
終
段
階
は
、
皆
未
経
験

の
経
過
を
た
ど
る
。
自
分
の
選
択

の
先
に
ど
う
い
う
未
来
が
あ
る
の

か
、
分
か
ら
な
け
れ
ば
選
択
の
し

よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
医
療

従
事
者
、
ケ
ア
の
専
門
家
は
多
く

の
経
過
を
見
て
き
て
い
る
。
支
え

る
医
療
と
は
、
可
能
な
選
択
肢
を

提
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
が
起

こ
る
か
専
門
職
が
説
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
人
の
望
み
自
体
を
支

え
る
医
療
・
ケ
ア
な
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
こ
う
し

た
重
要
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。「
名
称
」
は
少
し

認
知
度
が
上
が
っ
た
が
、「
内
容
」

の
認
知
度
は
上
が
っ
て
い
な
い
の

は
残
念
だ
。
私
も
微
力
な
が
ら
普

及
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

し
、
多
く
の
人
に
も
こ
れ
を
機
に

「
人
生
会
議
し
よ
う
」
と
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

昭和 34 年 9 月 2 日生
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後列、右から4人目（筆者）濱田亜依主事声は大きいが可愛い娘

左から、何かとこだわりがある長男と
やんちゃな次男

　

室
戸
市
役
所
の
市
民
課
保
険
年

金
班
で
国
保
の
担
当
を
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
、
濱
田
と
申
し
ま

す
。
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、
日

ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、
師
走
の
忙

し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
国
保
の
業

務
は
大
変
幅
広
く
、
２
年
目
を
迎

え
た
現
在
で
も
、
日
々
学
ぶ
こ
と

の
多
い
毎
日
で
す
。
窓
口
業
務
に

お
い
て
は
、
市
民
の
方
と
接
す
る

中
で
気
付
き
を
感
じ
る
こ
と
も
多

く
、
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
書
き
た
い

と
思
う
い
ろ
い
ろ
な
内
容
が
思
い

浮
か
ん
だ
の
で
す
が
、
今
回
は
室

戸
市
職
員
組
合
の
研
修
旅
行
に
参

加
し
た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

室
戸
市
職
員
組
合
は
２
年
に
１

回
職
員
研
修
旅
行
を
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
兵
庫
県
の
廃
校
レ
ス

ト
ラ
ン
の
じ
ま
ス
コ
ー
ラ
と
大
阪

府
へ
バ
ス
で
１
泊
２
日
の
日
程
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

廃
校
レ
ス
ト
ラ
ン
は
以
前
か
ら

行
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
た

所
で
、
室
戸
市
に
も
廃
校
水
族
館

が
あ
る
か
ら
か
、
親
近
感
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
研
修
後
、
お
し
ゃ

れ
な
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
を
食
べ
ま
し

た
。
ピ
ザ
、
サ
ラ
ダ
バ
ー
が
つ
い

て
い
て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
犬
と
一
緒
に
食
事
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
愛
犬
家
の

方
に
は
特
に
お
す
す
め
で
す
。
私

自
身
、
実
家
で
飼
っ
て
い
る
チ
ワ

ワ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
今
度
連

れ
て
来
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

食
事
の
後
は
、
ア
ル
パ
カ
と
触
れ

合
う
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
タ
ッ
チ
を
し
て
き
ま
し
た
。

餌
を
あ
げ
る
の
は
怖
く
て
断
念
し

ま
し
た
が
。

　

そ
の
後
は
、
阪
急
梅
田
駅
に
て

買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
爆
買

い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
買
い
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
定
し
ま

せ
ん
。

　

室
戸
市
は
、
職
員
同
士
が
業
務

以
外
に
も
休
日
や
勤
務
時
間
終
了

後
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
旅
行
で
、
普
段
あ
ま
り

関
わ
り
の
な
い
部
署
の
方
と
お
話

し
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
参
加

し
た
い
と
思
え
る
研
修
旅
行
で
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
は
、
き
っ

と
年
明
け
で
す
の
で
、「
今
年
も
ま

た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

『
廃
校
ブ
ー
ム
…
…
？
』

室
戸
市
役
所
　
市
民
課
保
険
年
金
班

主
事  

濱
田
　
亜
依

Coffee
Break

　

三
原
村
役
場
で
国
保
・
診
療
所

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
、
田
野
と

申
し
ま
す
。

　

国
保
担
当
と
な
っ
て
３
年
目
と

な
り
、
仕
事
に
は
慣
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
１
年
目
（
平
成
29

年
度
）
は
日
々
の
事
務
や
納
付
金

算
定
等
で
バ
タ
バ
タ
し
、
正
直
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
何
と
か
乗

り
切
れ
た
の
は
、
幡
多
管
内
市
町

の
国
保
係
の
皆
さ
ま
、
国
民
健
康

保
険
課
の
皆
さ
ま
、
国
保
連
合
会

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
仕
事
か
ら
離
れ
、

皆
さ
ま
が
興
味
の
な
い
私
の
「
休

日
の
過
ご
し
方
」
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
ー
ク
と
い
う
こ
と
で
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。

　

私
に
は
現
在「
釣
り
」と「
運
動
」

と
い
う
二
つ
の
趣
味
が
あ
り
ま
す
。

平
日
の
帰
宅
時
に
は
、
こ
の
趣
味

を
駆
使
し
て
、
い
か
に
休
日
を
有

意
義
に
過
ご
す
か
を
考
え
て
い
ま

す
。
休
日
を
有
意
義
に
過
ご
せ
ば
、

次
週
の
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
り
ま
す
し
ね
！

　

ま
ず「
釣
り
」に
つ
い
て
で
す
が
、

主
に
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
青
物
や
ア
オ
リ
イ
カ
、

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
は
タ
チ
ウ
オ
、

シ
ー
バ
ス
（
ス
ズ
キ
）
を
狙
い
に

幡
多
管
内
を
走
り
回
り
、
時
に
は

愛
媛
県
ま
で
遠
征
し
ま
す
。
し
か

し
、
私
に
は
か
わ
い
い
妻
と
か
わ

い
い
子
供
が
３
人
お
り
ま
す
の
で
、

毎
週
釣
り
に
行
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
け
ど
、
出
来
る
だ
け

行
き
た
い
…
…
。
そ
こ
で
、
た
ど

り
つ
い
た
の
が
、
家
族
が
寝
て
か

ら
出
発
し
、
家
族
が
起
き
る
く
ら

い
に
帰
宅
す
る
。
自
分
の
睡
眠
時

間
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
釣
り
の
た
め
！
そ
れ
ほ
ど
釣
り

が
好
き
な
ん
で
す
！
釣
り
仲
間
の

皆
さ
ん
、
時
間
帯
を
合
わ
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
！

　

次
に
「
運
動
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
具
体
的
に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
や
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
中
学

校
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
し
か
な
く
、

高
校
も
併
せ
て
６
年
間
続
け
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
12
年
ほ
ど
動
か
ず
、

脂
肪
を
蓄
え
続
け
、
昨
年
の
４
月

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
休
日
に
練

習
し
、
今
で
は
大
会
に
も
出
て
い

ま
す
。
あ
！
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
覧

を
確
認
し
て
も
載
っ
て
ま
せ
ん

よ
！
下
手
な
ん
で
！

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
記
事
を
読
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
運
動
か
ら
遠

の
い
て
い
る
皆
さ
ま
、
学
生
時
代

に
や
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
、
ま
た
、

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
い
い
で
す

の
で
、
や
っ
て
み
て
損
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
動
く
と

筋
肉
痛
等
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
体
が
軽
く

な
り
ま
す
。
自
分
は
体
重
が
落
ち
、

昨
年
の
健
診
結
果
も
見
違
え
る
ほ

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
休
日

に
、
こ
の
二
つ
の
趣
味
が
楽
し
め

る
の
も
妻
の
理
解
が
あ
る
た
め
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
！
自
分

の
趣
味
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
強
制
は
し
ま
せ
ん
が
、

こ
の
趣
味
を
子
供
た
ち
と
共
有
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
仕
事
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
休
日
の
過
ご
し
方
』

Coffee
Break

三
原
村
役
場
　
住
民
課
国
保
係

主
任
主
事 

田
野
　
宏
樹
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お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
連
携
強
化
」
に
向
け
て

　

管
内
市
町
や
市
町
社
協
の
声
か
ら
、
関
係

機
関
相
互
の
役
割
理
解
を
踏
ま
え
た
連
携
体

制
、
協
働
体
制
の
構
築
や
、
市
町
が
相
互
に

取
り
組
み
を
共
有
す
る
場
を
充
実
さ
せ
る
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
対
応
に
お
い
て
は
、
住
民
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
相
談
先
で
あ
る
市
町
の

保
健
師
や
市
町
社
協
の
相
談
員
等
が
自
信
を

持
っ
て
支
援
に
当
た
れ
る
よ
う
、
危
機
介
入

等
、
支
援
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
必

要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
連
携
強
化
」
に
つ
い
て
、
当

所
が
開
催
し
て
い
る
「
自
殺

対
策
関
係
機
関
連
絡
会
」
を

軸
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
連
絡
会
は
、
管
内
で
の

広
域
的
な
自
殺
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
、

市
町
を
は
じ
め
警
察
や
医
療

機
関
、
司
法
関
係
者
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
民
生
委
員
等
複
数

の
関
係
機
関
の
参
加
を
得
て

自
殺
予
防
の
た
め
の
（
特
に
就
労
世
代
へ
向

け
た
）
啓
発
方
法
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

い
っ
た
共
通
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

日
々
の
相
談
対
応
で
は
、
経
験
年
数
の
浅

い
保
健
師
ほ
ど
「
死
に
た
い
」
と
い
う
相
談

へ
の
対
応
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、忙
し
い
業
務
の
中
で
、

支
援
の
振
り
返
り
や
、
チ
ー
ム
内
で
の
共
有

や
相
談
と
い
っ
た
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き

て
い
な
い
こ
と
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
市
町

社
協
か
ら
、「
い
ろ
ん
な
連
携
を
行
っ
て
い

る
け
ど
、
自
殺
対
策
と
し
て
必
要
な
連
携
っ

て
ど
ん
な
連
携
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
声
も

28
年
は
27
・
７
（
18
・
４
））
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
代
別
に
見
る
と
男
女
と
も
高
齢
者

の
自
殺
が
多
く
、
壮
年
期
以
降
の
男
性
が
自

殺
者
全
体
の
約
７
割
を
占
め
ま
す
。

　

一
般
に
、
自
殺
は
健
康
問
題
を
は
じ
め
経

済
・
生
活
、
家
庭
問
題
等
、
複
数
の
要
因
が

複
雑
に
絡
ま
り
合
い
、
自
殺
以
外
の
選
択
肢

が
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

危
機
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ

り
、
自
殺
の
多
く
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

広
域
的
取
り
組
み
に
向
け
て

　

福
祉
保
健
所
は
、
第
２
期
高
知
県
自
殺
対

策
計
画
に
沿
っ
て
、
広
域
的
に
管
内
の
自
殺

対
策
を
捉
え
、
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

管
内
市
町
の
自
殺
対
策
計
画
も
整
い
つ
つ

あ
る
中
、
今
年
度
は
、
管
内
の
自
殺
対
策
に

係
る
関
係
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
市

町
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た

め
に
、市
町
や
市
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
市
町
社
協
」）
を
訪
問
し
て
、
自
殺
対
策
計

画
の
進
捗
状
況
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
の

チーム会の様子

自殺対策関係機関連絡会の打合せの様子

276

保健師の
記録

連
携
状
況
、
事
業
や
日
々
の
相
談
支
援
等
の

中
で
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
、
自
殺
対
策

に
係
る
庁
内
や
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況
等

を
伺
い
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、
庁
内
連
携
や
、
県
中
央
に

集
中
し
て
い
る
依
存
症
等
の
自
助
グ
ル
ー
プ

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援
団
体
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
、
ま
た
自
殺
対
策
の
た
め
の

幅
広
い
分
野
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の

構
築
と
い
っ
た
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
死
遺
族
へ
の
支
援
は
ど
の
市
町
も

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
遺
族
と
関

係
性
が
な
い
場
合
に
介
入
の
足
が
か
り
を
つ

か
み
に
く
い
こ
と
や
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
効
果
的
な
の
か
を
悩
ん
で
い
る
こ
と
、

須崎福祉保健所

健康障害課

堀川 有希

自殺対策の取り組みについて

障
害
保
健
福
祉
担
当
チ
ー
ム

　

高
知
県
須
崎
福
祉
保
健
所
は
、
県
中
西

部
に
位
置
す
る
須
崎
市
お
よ
び
高
岡
郡
内

の
４
町
（
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町
、

四
万
十
町
）
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
管
内
を

移
動
す
る
と
、
海
に
山
に
と
美
し
い
風
景
に

出
会
え
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

当
所
の
障
害
保
健
福
祉
担
当
は
、
障
害
担

当
２
名
（
作
業
療
法
士
・
保
健
師
）、
精
神
担

当
２
名
（
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
師
）

と
チ
ー
フ
１
名
の
５
名
で
、
私
は
精
神
保
健

福
祉
を
担
当
し
て
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
反
面
、
知
識
や
経
験
の
な
さ
を
実
感
す
る

こ
と
も
増
え
、
チ
ー
ム
の
仲
間
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
内
の
自
殺
の
現
状

　

こ
の
２
年
あ
ま
り
、
私
が
特
に
注
力
し
て

き
た
業
務
が
「
自
殺
対
策
」
で
す
。

　

管
内
お
よ
び
県
（
括
弧
内
）
の
自
殺
の

状
況
は
、
自
殺
者
数
が
平
成
29
年
は
７
名

（
１
０
９
名
）、（
平
成
28
年
は
15
名
（
１
３
２

名
））、自
殺
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た
り
）

が
平
成
29
年
は
13
・
２
（
15
・
４
）、（
平
成

の
支
援
」
を
ど
う
考
え
る
か
、
連
携
し
て
支

援
を
展
開
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
を
関
係
機
関
で
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
安
芸
福
祉
保
健
所
か
ら
自

殺
対
策
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
や
支
援
の

実
際
等
を
、
い
の
町
か
ら
市
町
の
庁
内
連
携

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
多
分
野
が
連
携
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
、
多
重
債
務

者
等
の
支
援
団
体
か
ら
危
機
介
入
や
支
援
の

実
際
を
学
ぶ
予
定
で
、
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

市
町
と
取
り
組
む
「
人
材
育
成
」

　
「
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、

取
り
組
み
の
共
有
や
困
難
事
例
の
検
討
の
場

と
し
て
担
当
者
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
、
主

に
新
任
期
の
保
健
師
等
を
対
象
と
し
て
危
機

介
入
時
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
対
応
ス

キ
ル
と
い
っ
た
基
礎
的
な
内
容
を
学
ぶ
ミ
ニ

勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
者
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
力
を

高
め
る
こ
と
や
、
支
援
者
を
組
織
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
に
つ
い
て
も
市
町
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

検
討
す
る
場
で
す
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
」
と
し
ま
し
た
。

　

壮
年
期
男
性
の
自
殺
死
亡
率
が
高
い
管
内

に
お
い
て
、
国
が
示
し
た
管
内
市
町
の
自
殺

実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
生
活
困
窮
者
や

無
職
者
・
失
業
者
対
策
が
重
点
項
目
に
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
背
景
と
し
て
、
男
性
は
人

に
相
談
す
る
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
な

か
っ
た
り
抵
抗
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
就
労
等
し
て
い
る
場
合
に
は

日
中
の
相
談
も
難
し
く
、
困
り
感
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
こ
と
が
困
難
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。

中
で
も
、
今
回
テ
ー
マ
と
し
た
生
活
困
窮
は

多
く
の
人
が
家
の
恥
と
し
て
隠
す
た
め
に
、

支
援
が
届
き
に
く
く
、
状
況
が
深
刻
化
し
て

か
ら
の
介
入
と
な
る
こ
と
も
多
い
問
題
で

す
。
生
活
困
窮
は
人
生
の
一
つ
の
側
面
で
、

ひ
き
こ
も
り
、
依
存
症
、
家
族
間
ト
ラ
ブ
ル

等
の
複
合
的
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
場
合
も

多
く
、生
活
能
力
や
対
人
関
係
の
脆
弱
さ（
生

き
づ
ら
さ
）
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
連
絡
会
で
は
、
そ
う
い
っ
た
方
の

困
り
感
が
経
済
面
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
し
て
表
出
さ

れ
た
時
に
、
そ
の
人
や
家
族
を
支
援
者
が
ど

う
捉
え
、
必
要
な
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
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11
月
28
日
、
東
京
・
日
本
消
防
会

館
に
お
い
て
国
保
中
央
会
等
、
国
保

関
係
９
団
体
の
主
催
に
よ
る
「
令
和

元
年
度
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村

長
等
、
関
係
者
約
１
千
人
が
集
ま
り
、

本
県
か
ら
は
楠
瀬
耕
作・本
会
理
事
長

（
須
崎
市
長
）
他
18
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
岡
﨑
誠
也
・
大
会
会
長
（
高

知
市
長
・
国
保
中
央
会
長
）
は
、「
国

保
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
加
入
者
の

年
齢
構
成
が
高
い
こ
と
に
よ
り
医
療
費

の
水
準
が
高
い
こ
と
、
所
得
水
準
が

低
く
、
保
険
料
（
税
）
の
負
担
率
も

著
し
く
高
い
こ
と
な
ど
、
構
造
的
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
」
と
し
、
国
保

運
営
の
厳
し
い
実
情
に
つい
て
触
れ
た
。

　

国
保
財
政
の
悪
化
に
よ
る
危
機
的

な
状
況
を
踏
ま
え
、「
国
保
財
政
の

基
盤
強
化
を
図
り
、
都
道
府
県
が
市

町
村
と
共
に
保
険
者
と
な
って
中
心
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
を
柱
と
す
る
新

国
保
制
度
は
現
在
、
大
き
な
混
乱
も

な
く
運
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
医
療
費
の

増
加
等
、
国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
、
厳
し
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」

と
述
べ
、「
国
に
お
い
て
も
国
保
制
度

を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め

に
、
重
要
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
大
会
の
趣
旨
を
明
確
に
す

る
た
め
、
全
国
市
長
会
の
泥
谷
光
信
・

土
佐
清
水
市
長
が
登
壇
し
、
大
会
宣

言
を
行
っ
た
。

　

大
会
で
は
、
今
般
の
国
保
制
度
改

革
が
実
効
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

３
４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
を
確
実

に
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
９

項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し

た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
市
町
村
長
を

先
頭
に
決
議
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・

政
党
関
係
者
に
陳
情
を
展
開
し
た
。

決 

議

　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保

険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康

保
険
が
直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期

し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次

の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

　

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状

を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ

れ
る
よ
う
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強

く
要
望
す
る
。

記

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に

実
現
す
る
こ
と
。

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公

費
投
入
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体

間
に
お
け
る
所
得
調
整
機
能
は
、

今
後
も
そ
の
機
能
を
維
持
し
、
見

直
し
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方

単
独
事
業
に
係
る
国
庫
負
担
減
額

調
整
措
置
の
全
廃
及
び
子
ど
も
に

係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
の
軽

減
制
度
の
創
設
を
行
う
こ
と
。

一
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
の
保
険

者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
有
効
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
財
政
支
援
を
は
じ

め
と
し
た
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

一
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
地
方

自
治
体
等
の
健
康
づ
く
り
の
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
等
を
活
用
し
た
保
健
事
業
へ
の
支

援
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
・
介
護

人
材
の
確
保
、
地
域
偏
在
の
解
消

の
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
地
域
医
療
構
想
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
公
立
・
公
的
医
療

機
関
の
果
た
す
役
割
を
十
分
踏
ま
え

て
地
域
医
療
の
確
保
に
努
め
、
併
せ

て
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
等

の
構
築
に
向
け
、
国
の
責
任
に
お
い

て
財
政
支
援
を
は
じ
め
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運

営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右　

決
議
す
る
。

　
　

令
和
元
年
11
月
28
日

　
　
　

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

令和元年度国保制度改善強化全国大会

公費拡充を含む９項目の決議を採択
　

全
国
の
国
保
直
営
診
療
施

設
等
の
関
係
者
ら
が
一
堂
に
会

し
、
地
域
医
療
お
よ
び
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
の
実
践
の
方

途
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
関

係
者
の
相
互
理
解
と
研
鑽
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
59

回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
」

が
10
月
４
日
・
５
日
の
両
日
、

長
崎
市
の
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
で
59
回
目
を
迎
え
た
学

会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

深
化
を
目
指
し
て
―
近
代
医

学
・
西
洋
文
化
伝
来
の
地
か
ら

の
発
信
―
」。
４
日
は
日
赤
長

崎
原
爆
病
院
名
誉
院
長
の
朝
長

万
左
男
氏
、
長
崎
大
学
名
誉

教
授
の
片
峰
茂
氏
に
よ
る
特
別

講
演
や
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、「
地
域
づ
く
り
と
地
域
包

括
医
療
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
国
保
直
診
開
設
者
サ
ミ
ッ

ト
、
５
日
に
は
「
健
康
寿
命
の

延
伸　

人
生
１
０
０
年
時
代
に

向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

た
か
た
創
業
者
の
髙
田
明
氏
に

よ
る
市
民
公
開
講
座
等
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
国
保
診
療
施
設
の
関
係

者
等
、
約
１
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。
高
知
県
か
ら
は
、
高
知

県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議

会
の
中
尾
博
憲
会
長
（
四
万
十

町
長
）
を
は
じ
め
、
国
保
直
営

診
療
施
設
等
の
関
係
者
等
、
総

勢
63
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
を
通
し
て
教

育
セ
ミ
ナ
ー
７
題
、
研
究
発
表

者
約
２
７
０
人
に
よ
る
口
演
発

表
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ

た
。

　

高
知
県
の
研
究
発
表
者
と

し
て
、
口
演
発
表
に
梼
原
町
立

国
民
健
康
保
険
梼
原
病
院
の

片
岡
亨
介
理
学
療
法
士
、
中

越
明
子
看
護
師
、
い
の
町
立

国
民
健
康
保
険
仁
淀
病
院
の

安
岡
友
貴
看
護
師
、
佐
川
町

立
高
北
国
民
健
康
保
険
病
院

の
川
島
加
奈
看
護
師
、
松
本

有
希
看
護
師
、
澤
田
桂
臣
看

護
師
、
明
神
太
看
護
師
、
三

宮
真
千
看
護
師
、
和
田
大
輝

看
護
師
、
本
山
町
立
国
保
嶺

北
中
央
病
院
の
西
原
桜
子
医

師
、
三
谷
健
二
作
業
療
法
士
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
に
仁
淀
病
院

の
深
田
由
香
看
護
師
、
高
知

医
療
セ
ン
タ
ー
の
石
井
隆
之
医

師
、
四
万
十
町
国
民
健
康
保

険
大
正
診
療
所
の
田
邊
さ
ゆ

り
看
護
師
の
14
人
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
地
域
包

括
医
療
・
ケ
ア
の
実
践
か
ら
得

た
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た
。

　
な
お
、
第
60
回
全
国
国
保
地

域
医
療
学
会
は
２
０
２
０
年
９

月
25
日
・
26
日
、
北
海
道
札

幌
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

時
代
に
対
応
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

第
59
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

T o p i c s  1

T o p i c s

　国保運営協議会委員や国保診療報酬審査委員等、国保事業への永年の尽力を称える「令和元年度国民健康
保険関係功績者厚生労働大臣表彰」の式典が10月15日、厚生労働省で開催されました。
　今年度は、全国で１２２人がその栄誉を受け、高知県国民健康保険診療報酬審査委員会委員の野口政隆氏が
受賞しました。

■高知県国民健康保険診療報酬審査委員会委員　　野
のぐち

口　政
まさたか

隆氏
　平成 15年４月から現在まで通算 16年の長きにわたり、高知県国民健康保険診療報酬
審査委員会委員（保険医代表）として、卓越した知識と温厚な人柄をもって審査委員会の
核となり、常に厳正、適正な審査に当たられ、円滑な審査委員会の運営に寄与されています。

941人が永年勤続功労の表彰を受賞　国保中央会表彰
　10月１日に開催された国保中央会理事会において、令和元年度の被表彰者が決定し、高知県国民健康保険
診療報酬審査委員会委員の安岡伸和氏、山本克人氏、高知県柔道整復師施術療養費審査委員会委員の田村
俊二氏が受賞しました。

受賞おめでとうございますT o p i c k s  2

国保事業への永年の尽力を称え１２２人が栄誉に輝く
国民健康保険関係功績者厚生労働大臣表彰
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高
知
県
国
民
健
康
保
険
事

務
担
当
職
員
協
議
会
の
各
支
部

で
は
、
10
月
８
日
か
ら
18
日
に

か
け
て
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
保
険
者
努

力
支
援
制
度
に
お
い
て
、
特
定

健
診
の
受
診
率
が
２
年
連
続
し

て
下
が
る
と
マ
イ
ナ
ス
評
価
の

対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
保
連
合
会
に
よ
る
集
合
契
約

に
て
受
診
勧
奨
を
実
施
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
研
修
会

で
は
、
民
間
業
者
の
担
当
者
が

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
つ
い

て
「
未
受
診
者
対
策
―
受
け

な
い
人
の
受
け
な
い
本
当
の
理

由
―
」
と
題
し
、
説
明
を
行
っ

た
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
優
先
順
位
を

つ
け
た
受
診
勧
奨
の
対
象
者
選

定
、
対
象
者
の
特
性
に
合
わ
せ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
見
せ
方
な
ど
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
う

ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
対
象

者
の
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
を

目
指
す
。
さ
ら
に
、
効
果
検
証

を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
未
受
診
者
対
策
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
者
行
為
求
償
事

務
は
、
重
要
な
事
業
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
保
険
者
努
力

支
援
制
度
の
評
価
指
標
と
さ
れ

て
い
る
求
償
事
務
の
取
り
組
み

強
化
に
向
け
て
、
国
保
連
合
会

保
険
者
支
援
課
求
償
係
か
ら
、

第
三
者
行
為
全
般
の
参
考
事

例
、
初
期
対
応
の
注
意
点
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と

第
三
者
行
為
求
償
事
務
の

取
り
組
み
強
化
に
向
け
て

高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職
員
協
議
会

各
支
部
研
修
会
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12
月
５
日
、
高
知
市
の

高
知
県
保
健
衛
生
総
合
庁

舎
に
お
い
て
「
令
和
元
年

度
レ
セ
プ
ト
点
検
・
調
査

事
務
研
修
会
」
を
高
知
県

と
の
共
催
で
開
催
し
た
。

研
修
会
に
は
市
町
村
・
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
担
当
者
お
よ
び
レ
セ

プ
ト
点
検
員
等
44
人
が
出

席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、

高
知
県
国
民

健
康
保
険
診
療

報
酬
審
査
委

員
会
審
査
委
員

の
玉
木
俊
雄
氏

が
「
糖
尿
病
の

診
療
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。
イ
ン
ス
リ

ン
作
用
不
足
に
よ
る
、
慢

性
の
高
血
糖
状
態
を
主
徴

と
す
る
代
謝
症
候
群
で
あ

る
糖
尿
病
の
原
因
と
経
過

等
に
つ
い
て
説
明
。
食
事

療
法
や
運
動
療
法
の
ほ
か
、

病
態
に
合
わ
せ
た
薬
物
療

法
と
し
て
、
経
口
お
よ
び

注
射
型
の
各
薬
剤
の
特
徴

等
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、

よ
り
早
期
に
的
確
な
治
療

を
開
始
し
、
腎
症
等
の
合

併
症
の
発
症
並
び
に
進
展

を
抑
え
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
高
知
県
健
康

政
策
部
国
民
健
康
保
険
課

の
中
屋
ひ
ろ
み
医
療
給
付

専
門
指
導
員
か

ら
、
レ
セ
プ
ト

点
検
・
調
査
結

果
を
報
告
。
ま

た
、
令
和
元
年

度
診
療
報
酬
改

定
と
し
て
、
消

費
税
の
増
税
に

伴
う
初
診
料
等
の
一
部
改

定
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　

本
会
審
査
課
か
ら
は
、

事
前
に
提
出
さ
れ
た
レ
セ

プ
ト
点
検
に
お
け
る
質
問

事
項
の
解
説
お
よ
び
事
務

連
絡
と
し
て
再
審
査
申
し

出
時
の
留
意
事
項
等
を
説

明
し
た
。

　

12
月
４
日
、

高
知
市
の
高

知
会
館
に
お

い
て
、
今
年

度
、
第
４
回

目
と
な
る「
令

和
元
年
度
高

知
県
国
保
連
合
会
保
健
事
業
支
援
・

評
価
委
員
会
」
を
集
団
支
援
に
よ
る

支
援
形
態
に
て
開
催
し
、
市
町
村
担

当
者
等
48
人
が
出
席
し
た
。

　

高
知
県
健
康
長
寿
政
策
課
お
よ

び
本
会
保
険
者
支
援
課
か
ら
、
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
お
け
る
現

状
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
、
健
診

受
診
勧
奨
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た
質

問
お
よ
び
回
答
を
基
に
、
活
発
な
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

　

情
報
交
換
に
引
き
続
き
、
課
題

解
決
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
各
個
人
で
実
態
と

課
題
を
具
体
的
に
書
き
出
し
、
そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
で
討
論
を
し
な
が
ら
、

課
題
等
を
分
類
し
、「
上
手
く
い
っ
て

い
な
い
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」

に
分
類
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ

の
解
決
方
法
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ

た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
に
対
し
、
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ⅱ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
少

な
い
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
で
、
し
っ
か

り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
地
域
の
医

療
機
関
等
と
の
連
携
を
工
夫
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

し
、
特
定
健
診
受
診
勧
奨
に
つ
い
て

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と

で
、
受
診
率
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
の
意
識
付
け
に
も
つ
な

が
る
」
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
々
の
業
務
で

の
課
題
が

あ
っ
た
が
、

解
決
の
糸
口

が
見
つ
か
っ

た
」
な
ど
の

感
想
が
得
ら

れ
た
。

レ
セ
プ
ト
点
検
・

調
査
事
務
の
資
質

向
上
を
図
る

令
和
元
年
度
レ
セ
プ
ト
点
検・調
査
事
務
研
修
会

課
題
解
決
に
向
け
た
連
携
の
構
築
を

令
和
元
年
度
高
知
県
国
保
連
合
会

保
健
事
業
支
援・評
価
委
員
会（
集
団
支
援
）
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10
月
23
日
、
高
知
県
と
の
共
催
に

よ
り
、
高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。
県
内
市
町
村
の
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
等
１
１
７

人
が
参
加
し
、
国
保
の
現
状
と
課
題

や
生
涯
現
役
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
た
。

　

開
会
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
高
知

県
国
民
健
康
保
険
課
の
濵
田

仁
課
長
は
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

の
抜
本
的
な
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る

中
、「
高
知
県
で
は
、
健
康
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
、
生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化

予
防
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
の
促
進

や
、
医
薬
品
の
適
正
使
用
の
取
り
組

み
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、「
特
定
健
診
、
特
定
保
健

指
導
、
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
、
個

人
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
や
歯
科

検
診
、
が
ん
検
診
等
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　

講
演
１
で
は
、

国
民
健
康
保
険

中
央
会
理
事
長

の
原
勝
則
氏
が
「
国
民
健
康

保
険
制
度
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。
国
保
制
度
に
お

け
る
当
面
の
課
題
と
し
て
、
①
新
国

保
制
度
の
円
滑
な
運
営
②
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
等
、
保
健
事
業
の
新
た
な
展
開
③

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
の
導
入
―

を
挙
げ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
介

護
の
政
策
を
進
め
て
い
く
上
で
、
保

険
者
機
能
の
一
層
の
発
揮
や
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
効
率
的
で

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
等
の
課

題
に
対
し
、
地
域
づ
く
り
は
健
康
づ

く
り
と
い
う
観
点
で
他
分
野
と
連
携

し
た
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
し
た
。

　

講
演
２
で
は
、

産
業
医
科
大
学
医

学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
教

授
の
松
田
晋
哉
氏
が
「
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。
今
後
、
多
死
社
会
を
迎

え
、
人
口
構
造

の
地
域
格
差
の

拡
大
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
社

会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
高
齢
期
の
生
き
が

い
を
保
障
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と

な
る
と
指
摘
し
た
。
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
を
予
防
し
、
働
き
続
け
る
こ
と
、

地
域
の
中
で
集
ま
れ
る
よ
う
な
社
会

参
加
の
仕
組
み
を
つ
く
る
「
生
活
す

る
こ
と
そ
の
も
の
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
国
保
保
健
賞

表
彰
を
行
っ
た
。
国
保
保
健
賞
は
保

健
衛
生
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
国
保
事
業
の
発
展
に

寄
与
し
た
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

受
賞
団
体
の「
室
戸
市
健
康
応
援
団
」

に
対
し
、
高
知

県
知
事
か
ら
表

彰
状
が
、
本

会
理
事
長
か
ら

感
謝
状
と
記

念
品
が
授
与
さ

れ
た
。

国
保
事
業
の
諸
課
題
等
へ
の
認
識
を
深
め
る

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
研
修
会
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12
月
９
日
、

高
知
市
の
高
知

城
ホ
ー
ル
に
お

い
て
「
令
和
元

年
度
高
知
県

保
険
者
協
議
会
研
修
会
」
を
開

催
し
た
。
研
修
会
に
は
保
険
者

の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

担
当
者
を
は
じ
め
と
し
た
82
人

が
参
加
し
た
。

　

国
立
保
健
医
療
科
学
院
生
涯

健
康
研
究
部
長
の
横
山
徹
爾
氏

が
「
医
療
、
健
診
等
を
用
い
た

デ
ー
タ
分
析
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。
地
域
の
健
康
課
題

を
読
み
解
く
際
に
、
重
篤
な
疾

患
と
そ
の
リ
ス
ク
因
子
の
管
理

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
、
市
町
村
に
お
い

て
も
、
ま
ず
自
県
の
全
国
で
の

位
置
付
け
を
確
認
し
た
上
で
、

自
市
町
村
が
県
全
体
の
中
で
ど

の
よ
う
な
位
置
付
け
か
を
順
番

に
見
て
い
く
と
理
解
し
や
す
い

と
し
た
。

　

高
知
県
の
特
徴
と
し
て
、
死

亡
率
が
高
い
疾
患
に
、
が
ん
、

心
筋
梗
塞
、
肺
炎
、
腎
不
全
等

が
挙
げ
ら
れ
、
腹
囲
と
血
糖
値

が
高
い
こ
と
、
飲
酒
量
が
多
く
、

運
動
習
慣
が
あ
ま
り
な
い
こ
と

な
ど
が
健
診
等
デ
ー
タ
か
ら
読

み
取
れ
る
と
し
た
。

　

講
演
に
引
き
続
き
、
参
加
者

は
各
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
等
分
析
に
基
づ
く

生
活
習
慣
病
対
策
の
た
め
の
現

状
分
析
と
課
題
設
定
に
つ
い
て
、

サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
分

析
演
習
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
民
間
業
者
の
担
当
者
か

ら
「
保
険
者
X
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
取
り
組
み
事
例
」
と
題
し
、
伝

え
た
い
情
報
は
シ
ン
プ
ル
か
つ
動

作
指
示
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
受
診
勧
奨
の
対

象
者
の
関
心
の
有
無
等
に
よ
っ
て
、

勧
奨
通
知
の
表
現
を
工
夫
す
る

な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
未
受
診
者
対
策
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
解
説
し
た
。

高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職
員
協
議
会

地
域
、職
域
の
枠
を

超
え
て
課
題
の
共
有

と
解
決
に
取
り
組
む

令
和
元
年
度
高
知
県
保
険
者
協
議
会
研
修
会

T o p i c s  4

高
知
県
保
険
者
協
議
会
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生パン粉 10g
ローズマリー（乾燥） 適宜
パセリ（乾燥） 適宜
ミニトマト 2個
サラダ菜 1枚
レモン 1/4個

食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 50ヘ ル シ ー ご は ん

　

お
正
月
に
は
皿
鉢
や
カ
ツ
オ
の
た
た

き
な
ど
、高
知
な
ら
で
は
の
お
い
し
い

魚
を
味
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、普
段

は
肉
に
比
べ
、魚
を
食
べ
る
こ
と
が
少
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

魚
は
良
質
な
タ
ン
パク
質
が
豊
富
な

だ
け
で
な
く
、Ｄ
Ｈ
Ｃ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど

の
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
機
能
性
成
分

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、肉
だ
け
で
な

く
魚
も
１
対
１
の
割
合
で
食
べ
る
こ
と

が
お
す
す
め
で
す
。

　

し
か
し
、１
人
１
日
当
た
り
の
魚
の

摂
取
量
は
肉
類
に
比
べ
、す
べ
て
の
年

齢
層
で
減
少
し
て
い
ま
す
。魚
は
料
理

が
面
倒
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ

ま
す
が
、刺
身
は
す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、魚
焼
き
器
が
あ
れ
ば

焼
き
魚
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。切
り
身

で
売
っ
て
い
る
魚
は
、フ
ラ
イ
パ
ン
が
あ

れ
ば
ソ
テ
ー
や
ム
ニ
エ
ル
に
し
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
料
理
も
簡
単
に
で
き
る
魚

料
理
で
す
。電
子
レン
ジ
や
オ
ー
ブ
ン
を

使
う
こ
と
で
、よ
り
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

魚
を
お
い
し
く

食
べ
て
い
ま
す
か
？

エネルギー　163kcal
タンパク質　13.2g
カルシウム　31mg

食塩　1.6g

１人分

①白身魚は切り目を入れ、塩をふってお
く。

②白ネギ、ショウガは薄切りにする。
③ジャガイモとカブは5mm角に切る。
④水菜は長さ3cmに切る。
⑤フライパンに薄くごま油を入れ、ジャガ

イモとカブを炒めておく。
⑥Ａの調味料をあわせておく。
⑦耐熱皿に魚、白ネギおよびショウガを

入れ、⑥の調味料をかけて、電子レン
ジで5分加熱する。

⑧レンジから出し、皿に⑤の野菜と⑦の
魚を盛り付ける。

◎作り方

◎材料（１人分）

白身魚 70g
塩 少々
白ネギ 5 g
ショウガ 5 g
ジャガイモ 10g
カブ 10g
水菜 5 g
砂糖 小さじ1/2
しょうゆ 小さじ1
酒 小さじ1
ごま油 小さじ1/2

魚の香草パン粉焼き
香草の爽やかな香りでさっぱりといただける一品です。

今回はサケを使っていますが、お好みの魚で洋食気分を手軽に楽しめます。
香草はセージやバジルなど、好みの組み合わせを探してみるのもよいですね。

香草パン粉がこんがり香ばしい一品

白身魚の中華蒸し
今回はタイを使っていますが、お好みの白身魚で挑戦してみましょう。

白身魚が口の中でほろっと崩れて、寒さもほっと和らぐようです。ショウガのピリッとした
アクセントが全体の優しい味を引き締めます。ショウガで体を温めて、寒い冬を元気に過ごしましょう。

電子レンジで簡単！蒸し料理

魚 70g
塩、こしょう 少々
ニンニク（すりおろし） 1g
マスタード 2g

◎材料（１人分）

①魚に塩、こしょうをしてから、皮目にニンニクとマスタードを塗る。
②生パン粉にローズマリーとパセリを混ぜ、香草パン粉を作る。
③①の魚に香草パン粉をたっぷり付ける。
④220度のオーブンで5分ほど焼く（フライパンにアルミホイルを敷き、そ

の上でこんがりと焼いてもよい）。
⑤ミニトマトは半分に切る。レモンはくし切りにする。
⑥皿にサラダ菜を敷いた上に魚を盛り付け、ミニトマトとレモンを飾る。

◎作り方

エネルギー 151kcal ／ タンパク質 17.5g ／ カルシウム 66mg ／ 食塩 1.3g

１人分
A

○お知らせ　「ヘルシーごはん―平成レシピ集―」を作成しました！　本会ホームページに掲載しています。「今日は何を作ろうかな」というとき
に、ぜひご活用ください。http://www.kochi-kokuhoren.or.jp//dayori/da_herushi.htm

西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、食育を考える地域
活動栄養士の会「トマトの会」代表な
どを務める。食育を通じて、おいしく楽
しく健康的な食生活の実践をめざし、
地域に密着した栄養相談・料理講習
会・講話などの活動を行っている。
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●新年あけましておめでとうございます。お正月はゆっくりお過ごしになれましたでしょうか。今年も引き続き

「（筆者の）身近な自然シリーズ」第8弾です。色とりどりの光で照らされ、幻想的なアート空間となる「チーム

ラボ 高知城 光の祭」の会場を訪れました。非日常を楽しむ多くの人で賑わい、人混みの合間の一瞬を狙っ

てシャッターを切った一枚です。なお、平素の筆者は、緑の木々、青い空、白い雲の日常の下、せっせと石段

の昇降運動に勤しんでいます。

※会期は令和2年1月13日（月）まで。本号の掲載時には展示を終了しています。

●本誌では読者の皆さまに必要とされる情報をお届けしてまいります。本年もご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願い申し上げます。　 （髙）

341号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

■発行者　高知県国民健康保険団体連合会　高知市丸ノ内２丁目 6-5　 TEL 088-820-8415
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp　E-mail koho@kochi-kokuhoren.or.jp

■印刷　株式会社リーブル　高知市神田 2126-1　TEL 088-837-1250　http://www.livre.jp

TOSA 国保だより 342 号　４月下旬発行予定

2020年１月発行　341号

次号予告

編

集

後

記

　まずは、細川から「国保財政班」
の紹介です。「国保財政班」は、平
成30年度からの国保制度改革によっ
て、都道府県が国保の財政運営の責

任主体になったことに伴い、平成30
年 4月1日に新たに誕生した班です。
　班員は総勢４名で、名前のとおり、
主に国保の財政運営に関すること、

例えば、国保事業費納付金の算定な
どを主な業務としています。今後とも
よろしくお願いします。

チーフ　細川　博史

　今回の『日々国保』は、高知県健康政策部国民健康保険課に４つある班の内の１つ、「国保財
政班」の4名が担当します。

　この原稿が掲載される頃はすで
に「あけましておめでとうございま
す」を大幅に越えている頃でしょう
か。今の国民健康保険課で4年目
となりました三本です。この 4年、
仕事でドタバタ、プライベートでも結
婚、子どもが生まれるなど、本当に
「あっ」という間に人生のイベント
が過ぎていきました。

　さて、何を書こうかなと迷い、前職
の話は比較的書きやすいけれども、
だいたいNGが出そうな話しかないの
で諦め、わが家の癒やし担当ネザー
ランドドワーフ風うさぎの「まろん」に
ついて紹介します。もう8歳のおじい
ちゃん。最近は寝る・遊ぶ・食べる
の三択という「夢のような生活」です。
お世話は意外と楽で、1日2回の食

事と2日に1回のトイレ掃除で事足り
ます。あとは「撫でろ」と頭を押しつ
けてくるので、相手をするだけでOK
です。たまに家の中でぴょんぴょんと
跳ねて、まだまだ元気いっぱい。頑張っ
て長寿のギネス記録を目指してほしい
なと思います。

主幹　三本　雅宣
　

　こんにちは、国民健康保険課の
濱口です。この号が発刊される頃
には、仕事も落ち着いているといい
なと思います。というのは、龍馬マ
ラソン出場を控えているからです。

3回目になりますが、1回目は7時間
の制限時間ギリギリ、2回目は 6 時
間半で完走したので、今回は 6 時
間が目標です。今年は室戸と土佐
町でハーフマラソンも走りました。お

世話になりました。龍馬マラソンに出
場される方もいらっしゃると思います
が、お互いに頑張りましょう。

主査　濱口　和也

　いつもお世話になっております。
池田亜優と申します。昨年は読む立
場でしたが、縁もあり、このような機
会をいただき光栄に思います。私は
この 4月に日高村からの出向で国民
健康保険課に参りました。

　日高村は高知市から車で約 30 分
で行くことができます。ここ6年はオ
ムライス街道が盛況で日高村に訪れ
る人が増え、11月には年に一度の
イベント「もへいマラソン」で村が賑
わいます。

　私のおすすめスポットは能津地区
の自然です。仁淀川では屋形船に
乗ることができます。ぜひ日高村に
素敵な思い出を作りに遊びにきてくだ
さい (^^)

主事　池田　亜優

まろん
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